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Abstract:Recently,thereisincreasinginterestinunderstandingandsupportingworrisomechildren,socalledas

"Kininarukodomo"amongstaffandteachersinthechildcarefield.ActonSupportforPersonswithDevelopmental

Disabilitieswentintoeffectin2005,andthereafteramedicaltreatment,welfare,andeducationalsupportstothe

developmentaldisorderhavebeenpromoted・However,therearealotofchildrenwhoneedspecialsupportseven

thoughtheyarenotdiagnosedasthedevelopmentaldisorder.Henceinthepresentstudy,thedefinitionofthe

"Kininarukodomo"includesthechildrenwhompeopleinchildcarefieldfeelhardtobringupaswellasthechildren

diagnosedasdevelopmentaldisorder.Wesurveyedonthe"Kininarukodomo"toclarifywhatisreallydifficult

mattersthatchildcarestaffswerefacingintheirdailywork.Theresultofthisstudyindicatedthatthemost

difficultproblemforthemwasoralcommunicationswith"Kininarukodomo".Whenconsideringtheresultsfromthe

surveythatoralcommunicationisthemostconcernandapossibilitythatthedaycarecenterwhichwesurveyed

hadsomeforeignchildren,itseemedworthwhilepayingattentiontothepresenceofforeignchildren.Basedonthe

currentresult,theproblemconcerningthemulti-culturalsymbiosischildcareisnowunderinvestigation.

Keywords'.ChildCareStaffs,WorrisomeChildren,ChildCareDifficulty,OralCommunication,

緒 言

近年保育現場では「気になる子ども」の存在とその

理解や支援のあり方について関心が高まっている。文

部科学省が「通常の学級に在籍する特別な教育支援を

必要とする児童生徒に関する全国実態調査」と題して

2002年に行った調査の結果によれば、通常学級で学

習面や行動面に著しい困難を示す児童生徒の割合は全

児童数に対して6.3％に上る。これは保育現場でも同

程度の割合で困難を示す子どもが存在することを示唆

する。さらに、厚生労働省が2006年に行った研究に

おいては、1000名を越える5歳児を小児科医が診察

するという確度でもって軽度発達障害児の発生頻度は

8.2～9.3％であると推定されたと報告している。

2005年に発達障害者の自立及び社会参加に資する

ようその生活全般にわたる支援を図り、もってその福

祉の増進に寄与することを目的とする「発達障害者支

援法」が施行された。その後自閉症やアスペルガー症

候群、その他の広汎性発達障害、注意欠陥多動性障

害(ADHD)、学習障害(LD)などの発達障害に対し

て、心理機能の適正な発達を支援し、円滑な社会生活

を行うための医療・福祉・教育的支援は法的には促進

の方向に進んでいる。しかし、郷間ら（2008）も述

べているように、保育および教育現場では、発達障害

と診断されないものの特別な支援を要する児童も多数

存在し、その対応に苦慮しているというのが現状であ

る。

保育現場では近年、保育に困難を有する児童の存在

が注目され「気になる子ども」として位置づけられて

いる。国立国会図書館オンラインデータベースを用

い、「気になる子ども」をキーワードとして検索した

結果151件がヒットした。そのうち、59件が保育に
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表l気になる子どもの定義

研究者発 表年 定義の概要

金田ら 2000保育者の中に確立しているその年齢にふさわしい子どもの像から逸脱している子ども

保育者が日々 の保育において､何らかの関わりの工夫や保育の見直しが必要と感じる園
児

馬場ら 2001

矢野ら 2002発達の遅れが憂慮される子どもや集中困難な様子や落ちつきのなさを示す子どもたち

調査時点では何らかの障害があるとは認定されていないが､保育者にとって保育が難し
いと考えられている子ども

本郷ら 2005

日高ら2008発達障害児を含めた､保育現場で保育者が気がかりになる子ども

発達障害と共通した特徴が認められるが､はっきりとした診断がついておらず､保育者が
その子どもに対してどのように関わってよいか戸惑う子ども

藤井ら 2010

関するものであった。「気になる子ども」の定義に関

する論考においては、研究者によって違いがあり、そ

の定義を整理すると表lのようになる。特に、障害と

診断されている児童を「気になる子ども」の範購に含

めるか否かについては議論の多いところである。

障害認定に関しては、保護者の障害に関する認識

の程度差や、子ども自身の発達の個人差の存在によ

り明確な線引きは不可能であり、一貫性がない。根

来・山下（2004）は、発達障害はしばしば「見えな

い障害」とよばれ、早期対応の重要な機会を逃してし

まう場合が少なくなく、保護者は「障害の気づき」と

「障害の否定」のジレンマ状態に陥っていると述べて

いる。さらに、保育者はジレンマに陥っている保護

者、障害に気づきのない保護者に対しても困難を感

じているとも述べている。さらに上述の厚生労働省

（2006）の研究において、5歳児検診で発達障害と

診断された児童の半数以上は3歳児健診で問題なしと

判定されており、現行の健診体制では十分に対応でき

ないことが判明したと報告されている。従って筆者ら

は「気になる子ども」を障害の有無を基準にするべき

でないと考える。

そこで、本研究では「気になる子ども」を障害と診

断されている児童も含め、「保育者が保育する上で社

会適応が難しく、保育に困難を有すると思われる児

童」と定義した。そして、いわゆる「気になる子ど

も」に対して、保育士が直面する保育困難を整理する

と同時に困難の打開に繋がる新たな方策を模索する目

的で、質問紙法による実態調査を行った。

調査方法と対象

1．調査対象

群馬県東毛地域周辺にある保育園の年少、年中、年

長児クラスを対象とした。群馬県東毛地区周辺は筆者

の勤務する保育士養成校が所在する場所であり、学生

の実習先および就職先として関わりの深い地域であ

る。従ってインクルージョン保育に関する見識をもっ

た保育士を育成し地域に貢献するために、本研究は教

育上有用と考えられることから、当地域を研究対象と

して選択した。

2．調査方法

調査方法は郵送法とした。すなわち、研究の趣旨を

明記した依頼文書と質問紙を、26の保育園に配布し、

表2気になる子どもの人数

障害と診断さ

れている児

童数

(X)

保育に困難

を有する児

童数

(Y)

X+Y保育園園児数

１
２
５
４
２
９
５
１
６
０
９
６
６
５
０
１
７
９

８
７
８
４
７
４
９
７
７
７
３
５
１
９
５
８
Ⅷ
５

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ

Ｏ
１
０
３
１
１
１
１
０
０
２
０
１
２
４
３
０
１

１
４
３
２
８
４
０
２
６
６
４
５
１
１
３
５
０
２
１

１
５
３
５
９
５
１
３
６
６
６
５
２
３
７
８
０
３
１

8867合計 1，22821
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表3問題行動の平均値、標準偏差

平均値標準偏差問題行動

８
８
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９
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０
９
６
５
９
２
９
０
７
６
４
７
８
３
６
８
９
６
４
６
１
０
３
７
５
７
９
９
７
４
８
７

３
３
５
１
９
４
５
３
３
４
４
１
４
３
４
２
３
３
０
０
１
２
２
２
４
２
３
７
５
４
２
２
３
２
２
３
１
４
０

■
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■
■
●
●
■
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申
寺
申
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■
守
●
●
●
①
●
●
●
ら
●
●
色
●
■
■
甲
色
●
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●
●
●
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１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
７
２
８
７
４
４
９
８
４
２
１
４
０
２
２
５
８
９
９
０
１
９
１
２
６
９
３
１
３
５
４
４
３
０
１
７
７
６

４
９
９
７
５
７
０
８
６
６
４
７
９
６
７
３
２
８
６
８
９
５
９
３
４
４
３
６
３
６
１
１
４
０
１
１
６
９
５

●
●
■
●
ゆ
申
申
●
●
●
●
●
。
●
⑱
申
●
。
●
。
●
●
ゆ
●
。
●
申
○
申
■
●
●
●
●
●
●
。
●
、

２
１
２
１
１
２
３
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
１
１
１
１
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
１
１
１

1他児に対し､突然叩いたり突き飛ばしたりする。

2他児の制作物を壊したり遊びを妨害したりする。

3順番を守らないで横から入り込もうとする。

4「バカヤロー｣などの暴言を吐く。

5泣いている子を見て笑ったり楽しんだりする様子がある。

6いけないとわかっているのにやってしまう。

7じっとしていられない。

8飽きっぽい。

9－度気分が崩れると切り替えができない。

10思い通りにならないとパニックになり不適切な行動をとる。

11日によって調子の良い時と悪い時の差が大きい。

12注意されると保育者を叩いたり蹴ったりする。

13手先の不器用さが見られる。

14体の動きがぎこちない。

15みんなと一緒の活動に参加できない。

16自分の好きな活動のみかかわる。

17絵本を見る場面で座って聞けない。

18集団活動中に部屋から出て行ってしまう。

1g呼ばれても振り向かない。

20視線を合わせない。

21興味のあるものの方に走って行き迷子になる。

22興味のないことはしない。

23急な予定の変更に混乱する。

24新しい場面ではなかなか慣れない。

25手足をそわそわ動かしたりきょろきょろしたりする。

26相手の表情･気持ちを理解できない。

27他児が怒っていることをうまく理解できない。

28言葉の発達の遅れがある◎

29独特な言葉の使い方をする。（オウム返し､疑問文で要求弓

30言葉の理解に乏しい。

31保育者の話を遮って自分の考えを述べようとする。

32保育者が注意を向けていないときにしゃべりかける。

33自分の興味や関心のある話題を一方的に話したがる。

34話している途中で別の話題に移ってしまう。

35他に気になることがあると保育者の話を最後まで聞けない。

36視覚的に提示しないと理解が難しい。

37自己刺激行動が見られる。（くるくる回る、手をひらひらさセ

38特定のものへのこだわりがある。（数字、車､電車､時刻表、
39111百審や蒲|||固物のイゥ僻誹癖時や外串時か〆の一市のｨ韮

(オウム返し、疑問文で要求するなど）

自己刺激行動が見られる。（くるくる回る、手をひらひらさせるなど）

特定のものへのこだわりがある。（数字、車､電車､時刻表、ロゴマークなど）

順番や道順､物の位置､就寝時や外出時などの一定の儀式的行為がある。

平均2.301.33

園長を通してクラス担任に配布してもらい、回答の上

郵送にて回収した。対象児童は18の保育園、50名の

保育者から得られた1228名のうち、保育者が保育に

困難を有すると感じた児童88名とした。また、個々

の児童が特定できないよう、A児、B児、C児のよう

な記載方法を採用した。

調査項目4．

1)1)保育者が担当するクラスにおける保育困難を有す

る児童の人数調査

2）質問紙による問題行動の有無と程度の調査

どの程度の保育困難を感じるかを以下の5つ

の選択肢の中から一番近いものを選択しても

らう。

1:あてはまらない

2：どちらともいえない

3．調査期間

2010年7月～8月
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3：ややあてはまる

4；かなりあてはまる

5：非常にあてはまる

3）自由記述による、保護者に関する問題の調査

4）各質問間における相関による分類と分析

結果

回答は26園中18園から得られ、回収率は69.2%で

あった。回答に欠損や偏りがあった場合を除き、有効

回答50名の保育者から得られたアンケート結果を分

析対象とした。本調査では表2に示したとおり、全児

童数1228名に対し、発達障害と診断されている児童

合計21名(1.70%)、発達障害と診断されていないも

のの保育に困難を有する児童合計67名（5.50％)、両

者合計「気になる子ども」は88名（7.20％）という

結果であった。

得られた88名の「気になる子ども」について、ど

んな問題行動(2010年4月17日に、白百合女子大

学・乳幼児発達研究会で発表された実態調査における

気になる行動を参考に筆者らが検討の上設定）がある

か質問紙にて調査した結果は表3で示したとおり、

39の質問（5段階評価）の平均値が2.30であり、標

準偏差は1.33であった。

個々の質問のうち、保育者が一番困難と感じるのは

「35他に気になることがあると保育者の話を最後

まで聞かない｣、であった。逆に多くの保育者があま

り困難と感じていないのは「39順番や道順、物の

位置、就寝時や外出時などの一定の儀式的行為があ

る」であった。

各質問の尺度項目と尺度項目の相関係数を求めた

ところ、質問l～質問8まではr=0.142～0.680

(p<0.01)(表4)、質問9～質問12まではr=0.147

-0.539(p<0.01)(表5)、質問13.14はr=0.586

(p<0.01)(表6)、質問15～質問18まではr=0.354

-0.569(p<0.01)(表7)、質問26～質問30までは

r=0.042～0.732(p<0.01)(表8)、質問19．20-

25．31～質問35まではr=0.101～0.749(p<0.01)
（表9)、質問21～質問24まではr=0.240～0.592

(p<0.01)(表10)、質問36～質問39まではr=0.386

-0.369(p<0.01)(表11)の相関がそれぞれみられ

表4衝動攻撃性項目の相関

問題No1 2 3 4 5 6 7

１
２
３
４
５
６
７
８

0.654

0.545

0.489

0.368

0.454

0.466

0.209

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

0.424

0.518

0.562

0.525

0.468

0.210

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

0.264

0.334

0.501

0.492

0.320

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

0.383

0.505

0.277

0.285

＊
＊
＊
＊

＊

＊0.368

＊0.282

＊0.142

＊＊

＊＊

＊＊

0.544＊＊

0.389＊＊0.680＊＊

**;p<0．01

表5情動制御項目の相関 表6不器用項目の相関

問題No13問題 N o 9 10 11

３
４
１
１

９
ｍ
皿
廻

0.586＊＊0.456

0.360

0.147

＊＊

＊＊

＊＊

**;p<0.010.539＊＊

0.360＊＊0.462＊＊

**;p<0.01

表7社会性項目の相関表

17問題No15 16

５
６
７
８

１
１
１
１

0.569

0.452

0.522

＊＊

＊＊

＊＊

0.354＊＊

0.472**0.519**

**;p<0.01
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表8コミュニケーション項目の相関

29問題No26 27 28

６
７
８
９
０

２
２
２
２
３

0.568

0.042

0.234

0.431

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

0.216

0.370

0.117

＊＊

＊＊

＊＊

0.569＊＊

0.473＊＊0．732＊＊

**;p<0.01

表9注意集中項目の相関

3433問題No19 31 3220 25

９
０
５
１
２
３
４
５

１
２
２
３
３
３
３
３

0.396

0.101

0.252

0.233

0.228

0.272

0．205

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

0.297

0.247

0.335

0.309

0.386

0.361

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

0.366

0.509

0.286

0.226

0.501

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

0.651

0.661

0.418

0.522

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

0.662

0.567

0.542

＊＊

＊＊

＊＊

0.749＊＊

0.365＊＊0．337＊＊

**;p<0.01

表10適応性項目の相関 表11固執項目の相関

問題 No21 問題No3622 23 37 38

１
２
３
４

２
２
２
２

６
７
８
９

３
３
３
３

0.294

0.340

0.244

0.386

0.564

0.408

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

0.240＊＊

0.311＊＊0．592＊＊

0.587＊＊

0.500＊＊0．639＊＊

**;p<0.01 **;p<0.01

た。

このことから、相関のある質問間には一定の概念が

あることを見いだし、以下のように項目を定義した。

質問1～質問8は衝動攻撃性、質問9～質問12は情

動制御、質問13-14は不器用、質問15～質問18は

社会性、質問26～質問30はコミュニケーション、質

問19．20．25．31～質問35は注意集中、質問21-

質問24は適応性、質問36～質問39は固執と定義し

た。

さらに、得られた8項目間の分析を行った結果、

図1に示すように保育者が一番保育に困難を有する

という項目はコミュニケーションの問題（あてはま

る74.7％．あてはまらない25，3％）であることが

分かった。また、不器用さ（あてはまる67.1％．

あてはまらない32.9％）にも困難を感じる度合いが

強く、固執性（あてはまる37.4％・あてはまらな

図l保育者が保育困難と感じる割合

｜
畦
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■あてはまらない

■あてばまる
20％

0％ 1J

蕊 ､録識
識''刈製
い62.6％）には困難を感じないという保育者の割

合が高かった。衝動攻撃性は（あてはまる58.4％．

あてはまらない41.6%)、情動制御は（あてはまる
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58.6％。あてはまらない41.4%)、社会性は（あては

まる56.8％．あてはまらない43.2％)、不注意は（あ

てはまる57.0％。あてはまらない43.0％)、適応性

は（あてはまる59.1%。あてはまらない40.9%)で

あった。

考察

2006年6月15日に「学校教育法等の一部を改正す

る法律案」が可決・成立し、2007年度から特別支援

教育が始まった。それにともなって、学校現場だけで

なく保育の現場でも個に応じた保育を目指し、保育者

の発達障害児に対する理解も深まっている。本研究に

おいても問題行動の5段階評価の平均が2.30、標準

偏差が1.33であったことから、気になる子どもの存

在はあるにしても、非常に困難だと感じる保育者の割

合は低かった。これは、発達障害の行動特性や対応方

法の認知が進み、理解を持って「気になる子ども」を

受容できる保育者が多くなってきているからだと考え

られる。1994年の特別なニーズ教育における原則、

政策、実践をうたったサマランカ声明における基本理

念であるインクルージョン保育の流れの中で、現在保

育所には障害を持った児童を含め様々なタイプの児童

が通っている。本保ら（2000）は、インクルージョ

ン保育は障害を持った児童にとっても健常児にとって

も発達や行動によい影響となると報告している。しか

し保育者にとっては、依然として様々なタイプの児童

が「気になる子ども」として捉えられ、その対応に苦

慮しながら保育していることは、多くの関連文献が指

摘し本研究でも明らかであり、否めない事実である。

保育所という集団の保育場面では、集団行動におけ

る問題の占める比重が大きいと思われる。しかし、本

研究では、固執によって集団行動が乱れても困難を感

じる保育者の割合は少なかった。このことは、固執が

自閉症児の特徴的行動であり、最近の保育現場の知識

および意識の向上により、受容できる項目となったた

めと考えられる。

また、コミュニケーションに次いで保育者が保育に

困難を有する割合が高かったのは「手先の不器用さが

みられる｣、「体の動きがぎこちない」の不器用項目で

あった。特に「手先の不器用さがみられる」の質問に

「非常にあてはまる」と回答した保育者の数が一番多

かった。井口（2000）は不器用を「身体運動・操作

力に関するもの」として取り上げたが、集団生活行

動、言葉、情緒的不安に比べて割合の低い項目である

としていた。他の先行研究においても、不器用に言及

しているものは少なく、さらなる調査研究が必要であ

ろう。

本研究において、保育者が一番困難な問題として取

り上げた割合が高かったのがコミュニケーションの項

目であった。コミュニケーションと定義した項目の4

つの質問のうち3つは言語の問題（発信・応答）を取

り上げている。また、個別の質問項目で一番保育者が

困難と感じている項目も「保育者の話を最後まで聞か

ない」といった言語における応答の問題である。個々

とのコミュニケーションで主となるのが言語を媒介と

したやり取りであり、その機能は単に‘情報の伝達だけ

でなく、情動的な共感や相手の行動の制御をも含んで

いる。コミュニケーションの構築には、そのための適

切な発信および適切な受信と理解ができていることが

必要であると筆者らは考える。すなわち、保育現場に

おいては、言葉の発達と理解がコミュニケーションを

成り立たせる大きな要因であるといえる。

池田ら（2007）は保育者の「気になる子ども」を

保育する上での問題や悩みから「気になる子ども」の

特徴をあげると、ことば・コミュニケーションに関す

る問題が多く、続いて行動に関するもの、社会性・対

人関係に関するものであったと報告している。

本研究における自由記述項目の中に、「外国人の保

護者とのコミュニケーション障碍が園児の問題行動と

かかわりを持つのではないか」という意見があった。

また、林(2001)の調査では、「言葉が通じなく

て乱暴になっている外国人児童」の存在にも触れて

いる。このことから、「気になる子ども」のコミュニ

ケーション、特に言語に関する問題を取り上げるので

あれば、外国人児童の存在にも目を向けなければなら

ない。さらに、今回調査を行った群馬県東毛地区周辺

は、在日外国人数が多い地区も含まれており、「気に

なる子ども」の中には外国人児童が存在していること

も考えられる。しかし、本研究の質問紙によるアン

ケート調査では児童の国籍に言及しなかったため､｢気

になる子ども」と外国人児童との関連性については調

査できておらず、多文化共生における保育の問題は現

在研究中である。
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